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夜間保育の深夜化
山 県系文治
On the Night-Nurseries Which A.re Open til Midnight 
FUMIHARU YAMAGATA 
ホテル協会会員J， ["夜間保育研究会会員J， ["全国私
1 はじめに 立保育園連盟加入J， ["認可設備保育園J， ["保育連盟
1980年代に入ってからの児童福祉は，一般の社会環境 保険加入J， ["NHKテレビで放映」等の言葉が並んで
からしても，それに対応すべき制度政策上からみても， いる。と乙ろで， ["全国私立保育園連盟」は，全国の認
会く受難の時代であった。一連の行財政改革において， 可私立保育園の多くが加盟している団体で，無認可施設
相と槍玉に上げられたのは児ー童福祉関連の胞策であった。 は加入しえなし、。また， ["認可設備保育留」は結局のと
しかも，それが児童福祉独自の論理からではなく ，とり 乙ろ，児童福祉法に基づく行政の立入調査で問題がなかっ
わけ老人福祉との関連で，ターゲッ卜として論じられた。 たζとを襟傍するものである。乙のような問題のある広
子どもたちの置かれている社会状況からみても， 1980年 告，いかにも公的施設であるかのような印象を与える広
代はベビーホテノレ問題で幕を開けたといっても過言では 告，市民の関心をひくような広告等を駆使しつつ，いま
ない。乙れはまた，近年，老人領祉との絡みで社会的関 でもベビーホテルは健在である。
心を呼んでいる，有料老人ホ ムー等，福祉サービスの企 筆者は，ベビーホテル問題か社会的になって以来，そ
業化と企業合理主義が生み出す危険性の問題の先駆けと の実態，および制度的対応に常に関心を寄せてきた。と
もいえる問題であった。 りわけ，そのうち夜間保育所の問題については，調査報
と乙ろで，ベビーホテル問題が顕在化し，それへの制 告書や，それを基にした論文等で，その制度的，実態的
度的対応が行われて7年，<"スコミの関心が薄れていく 問題点を指摘し，制度的充実を唱えてきた 1)。本稿もま
なか，それに対する社会的関心も合わせて希薄になって た，乙れら一連の研究の一環としてあるものである。本
いった。本年5月22日，大阪のあるベビーホテルでl歳 稿I(おいては，全国夜間保育園連盟を通じて行った「第
のY;iJ女が死亡した。乙の事件に対する新聞の取り扱いは 2回全国夜間保育所実態調査報告J2)の調査結果lζ基つ
大手5紙のうち3紙だけで，それも 2紙はかなり関心の き，夜間保育所の深夜化について検討してみたい。
ある者でないと気付かない程度のものであった。
ベビーホテルは死んでいなし、。東京都は昨年度の「べ 2.児童福祉法と夜間保育
ビーホテノレ立入調査結果報告書」を発表した。それによ 本論に入る前に，若干夜間保育の歴史的問題について
ると， 87年度立入調査施設数は92か所，乙れは立入調査 検討しておきたし、。とりわけ，児童福祉法制定時におけ
が初めて行われた82年度の施設数96か所κ比べて，わず る保育所の中身を中心に考える乙とlζする。
か4施設の減少にすぎなし、。また，前年度と比較すると， 戦前iζ夜間小学校があったように，夜間保育という言
廃止施設数13，それに対して新設施設数は20で，むしろ 葉や実態は，かなり古くから存在していた。実態面から
増加しているのである。 みると，たとえば神戸市婦人奉公会の設立する「出征軍
新装なったNTTのタウンページの「保育園 ・保育所j 人児童保管所J(明治37年設置)では，通常の保育時間
の項をみると，認可保育所の聞に混じって，かなりの は「午前4時から午後6時まで」であるが，保護者の状
数の無認可保育所が掲載されている。その中のいくつか 況によっては「午前2時から」預かる場合もあれば，
は，明らかにいわゆるベビーホテルである。しかもその 「午後8時までJ預かるものもあったという。 3)ただし
扱いは，営利を目的とした企業であるという性格上，当 乙れは戦時託児所として設置されているもので， 一般的
然の乙とながら認可保育所以上に大きく ， ["日本ベビー 状況とはやや異なる。
( 1 ) 
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と乙ろで，保育所(託児所，託児施設)IL関する国レ なす乙と。 4) 
ベJレで・の規定は，結局のところ戦後の児童福祉法まで実 と規定されている。具体的な時間については述べていな
現しなかった。戦前にも幼稚園と託児所との分離を意図 いが，夜間保育という言葉が明記されている。具体的な
して，全日本保育連盟による「保育所令j制定の建議 保育時間としては，常設保育所施設標準に関連して規定
(昭和12年).翌年の中央社会事業協会による f保育所 された，昭和12年の「名古屋市託児規定jにおいて，保
令要綱案jなどがあったが，実現には至らなかった。乙 育時閣を昼間保育と夜間保育に分け，夜間保育の場合，
れら運動の契機となった，中央社会事業協会保育事業研 保育終了時刻を午後8時までとしており，乙の午後8時
究委員会(委員:生江孝之，早崎八洲，福山政一，浜田 が一つのモデルであったと考えられる。
光雄.岡弘毅，丸山千代，徳永恕，小沢一他)が示した 児童福祉法の制定過程でも，乙の常設保育所施設標準
「常設保育所施設標準J(昭和1年)は，私的なもので はかなり影響を及ぼしたと考えられる。表1は，児童悔
はあるが，以上のような点から，当時の保育所の標継モ 祉法が成立するまでの諸案において，保育所がどのよう
デルを示すものと考えられている。乙の標準の中では， に規定されていたかを示すものである(乙の表では，保
保育時聞は， 育所iζ関する規定が変化した案のみを盤型しており，乙
保育時聞は，家庭の労務其の他の事情を考織し の他にもかなりの貫主が検討されている)05) 
て適当lζ之を定む可きも，大体早期より夕刻に及 児童福祉法制定の際の原案である「児童保護法案要綱
ぶべき乙と。但特別の事情あるものは夜間保育を 大綱案J (昭和21年10月15日)では，保育所は普通児童
表1. 児童福祉法成立時における保育所の位置付けの変遷
法案名 提出時期 保育所 IC関する記載
保育所とは，国民学校就学の始期に述するまでの児
児重保護法案要綱大綱案 21年10月15日 第16-2 :意(以下乳幼児と言ふ)を昼間又は夜間，保護者より
i委託を受けて保護育成する所とする乙と。
+ 
公共団体又は私人は.命令の定めると乙ろにより，
児童保護法要綱案 21年11月30日 第58
:行政官庁の認可を受け.昼間又は夜間.国民学校就学
の始期Il:達するまでの児童(以下乳幼児とし、ふ)を保
:育するため，保育所を設置する乙とができる乙と。
公共団体又は私人は，命令の定めるところにより行
児童福祉法要綱案 22年l月6日 第27
i攻官庁の認可を受け，又は行政官庁lζ届出て保護者の
:委託する時間中，乳児文は幼児を保育するため常設文
:は臨時の保育所を設置するζとができるζと。
保育所とは，乳児文は幼児を，その保護責任者の委
第 44条 託する時間中保育し，その保護責任者の負担を軽減す
児 蜜 福 祉 法 案 22年6月2日
る施設をいう。
保育所は.少年をも入所させることができる。
第 45条 保育所'i.常時開設するものと農繁期その他臨時IL
.開設するものの二種とする。
児 E量 福 4止 宮長
22年8月1日 第 37条 : 保育所は 日日保護者の委託を受けて.その乳児叉
(国会への政府提出案) :は幼児を保育することを目的とする施設とする。
児童福祉法(成立時) 22年12月12日 第 39条 ; 保育所は.臼臼保護者の委託を受けて，その乳児文
}は幼児を保育する乙とを目的とする施設とする。
( 2) 
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保護施設として， i国民学校の就学の始期lC.i主するまで
の児童(以下乳幼児とJう)を昼間または夜間，保t没者
より委託を受けて保護育成する所とする乙とJと規定さ
れている。すなわち，保育時聞についていうと，夜間の
保育が包含されていたという乙とである。
佼間保育を含めた保育所という考え方は，初めて法律
の全容が示された「児A保護法仮案J (昭和21年1月4
日)においても継承されていた。乙れが消えるのは，そ
れまでの「児童保護法Jから，初めて「児:ill婿祉法」と
いう言葉か使用された 「児童福祉法要綱案J(昭和22年
l 月6日)においてである。以降，実際IL.国会の審議Ic
付された「児童福祉法案J (昭和22年8月11日)まで，
夜間保育は表面から消えてしまった。
国会での審議においても，夜間保育の問題は政府によ
り否定されている。たとえば，昭和22年8月23円の第 l
回国会参議院厚生委μ会会議録第1号をみると， )4二上な
つゑ委員の質問に対して，米海常道政府委員は，
保育所の問題でありますが，乙れは御承知のよ
うに昼間保育所という建前を取っております。デ
イ・ナースリーの形をとっておりまして.夜間で
も全部保育するというととは考えておりません。
そういうフルタイムのものにつきましでは結局養
護施設でやって頂くという ζ とになるかと思いま
す。
と答えている。 6)また，同年9月19日第l回国会参議院
厚生委員会会議録第15号においても，草葉隆関委員の質
問IL対して，同じく米海常道政府委員(;1:，
37条K関連しまして昼夜間の保育その他につい
て御指摘があったのでありますが，乳児院は昼佼
聞を通じてやるのでありますけれども，保育所に
ついては昼佼聞を通じたそれを考えていないので
あります。.....保育所といたしましては昼間保育
所という乙とだけにしたのであります。
と，先と同主旨の阿答をしている。7)
以上のように，夜間保育は，児童福祉法の主旨が「児
童保護」から「児童福祉JK変化するなかで，その包括
範凶から外れてしまった。しかしながら，児童編祉的色
彩の濃い夜間保育は，その後も実践としては継続してい
る。現在の認可夜間保育所の中で最も古い京~の「だん
のう夜間保育園」は，昭和27年KはすでKその活動を開
始している。また.自治体レベルでは公式に夜間保育を
認めると ζろもあった。たとえば， iだんのう夜間保育
園Jのある京郎市や，戦Ijijからの歴史をもち， If!H日30年
代から今日まで続く佼間保育所を2施設設也する名古屋
市などである。
(3) 
乙のような佼間保育の歴史の中で，再び国レベルの設
置が議論される契機となったのが問和50年代半ばのベビー
ホテル問題である。結局，昭和56年7月27日付児発第63
5号通知「夜間保育の実施についてJ (認定開始は同年
10月 18より)を線拠として，初めて国レベルで夜間保
育所が認められる乙ととなった。
3.夜間保育所の状況
1 ) 1正本的属性
段初K，保育所の基本的属性として，いくつか結果を
示す。夜間保育事業の開始時期は.凋{tlζ回答しなかっ
た6図も含めて26園についてみると，半数の13園が，通
知が実施された昭初56年10月から 3年半の間K夜間保育
事業を開始している。また，ほほ3分の llcあたる 9閣
は昭和60年度以降の実施である。通知以前にすでに夜間
保育事業を実施していた施設は4闘で，乙れは第l回調
査の時と変わりがない。すなわち，向調査以降，夜間保
育所としての認可を受けた施設は.すべて新たに乙の事
業iζ者手したと乙ろであるという ζとである。
併設事業を街さないと乙ろは26闘中3闘で，残る23図
については何らかの併設事業 (うち，22闘までが少なく
とも「昼間保育所J)がある。第 l回調i'iでは、併設事
業を有さない夜間保育所はなかったが，それ以降地域的
事情等iとより，会く独立した立地をしたものがでてきた。
また，午前中の保育についてみると(表2)，回答のあっ
た20図中， i原則として行わない」というと ζろは 1園
のみで，主主る19図は何らかの形でこれに対応している。
その対応形態としては， i佼間保育所で独立して保育す
る」というと乙ろと， i昼間保育所中心に，夜間保育所
の保母が一部応援」というと乙ろが名7凶と多くなって
いる。 i昼間]保育所に依存」というと乙ろは 4園と少な
い。第 l回凋売では， i昼間保育所に依存Jというと ζ
ろが4分の 3を占めていた。乙のように夜間保育所は，
併設の昼間保育所と相対的K独立した保育活動を営むよ
うになってきているが，乙れらは開園形態でみるとA型
胞設K，また，設置年次でみると新設施設により多くなっ
ている。
昭和62年9月l日現在の在所児数は，正規の措j({扱い
となっているものが516人，自由契約で入所している児
章か26人で.合わせて542人である。在籍児率(定員に
占める借i内児の書IJ合)は，五立も高いと乙ろでは 100~彰を
越える。定員を充足していると乙ろは合わせて8園 (40.0
%)であるが， 5 ;liIJにもみたないと乙ろも 3闘ある。
次Ic，在所児の基本的属性として，性と年齢結成を示
しておく。在所児の性別は， i男J54.2%， i女J45.8 
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表2. 午後2時以前の保育
夜間保育所
昼間保育所
昼間保育所 原則として
で独立保育
中心で，夜
に依存
その他
行わない
2十
問から応援
認可型夜間保育所A 2 
関
認可型夜間保育所B 4 5 10 図
ff~ 深夜型夜間保育所A 3 4 
態
深夜型夜間保育所B 2 2 4 
設 新 設 施 設 6 3 3 14 
置 経 過 施 設 4 6 
全 体 7 7 4 20 
58 年 調査 2 6 8 
形で.i男Jの方がやや多L、。年齢構成(表3)は. は. i社会得祉施設調査昭和ω年版」によっており.調
i 3歳児Jが最も多く 2害IJ強である。 i2歳児」も乙れ 査時が昭和60年10月 1日である。したがって，調査年で
とほぼ同数である。 i3歳未満児J. i 3歳児J.i 4 約2年，月で1ヶ月の差があり.やや年齢が高く出る傾
歳以上児Jという3区分でみると，順IC.48.0%. 21.2 向はあるが，両者の差を大きく縮める程のものではなしつ。
%. 30.8%で，いわゆる「未満児」がほぼ半数を占めて 年齢3区分では，低い方から17.2%.19.1%.63.7%で，
いる乙とがわかる。乙れを保育所全体(事実上昼間保育 i 3歳未満児」の割合は，夜間保育所の3分の 111:すぎ
所の実態と考えてよい)と比較すると，夜間保育所在所 ない。
児の低年齢傾向が一層明白である(昼間保育所のデータ また，夜間保育所の特徴であるが，兄弟姉妹での入所
表3. 在所児の年齢構成
( )内は労
0歳児 l 歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児 3十
男
27 53 60 61 35 36 12 284 
性 ( 9.5) ( 18.7 ) (21. I ) (21. 5 ) ( 12.3) ( 12.7 ) ( 4.2) ( 100 %) 
}jIJ 
女
25 42 53 54 46 31 7 
( 9.7) ( 16. 3 ) (20.5) ( 20. 9 ) (]7.8 ) ( 12.0) ( 2.7) ( 100 %) 
3十
52 95 13 115 81 67 19 542 
( 9.6) ( 17. 5) ( 20. 9 ) ( 21. 2 ) ( 14.9) ( 12.4 ) ( 3.5) (100 %) 
|昼間同I 1.3 5. 5 10.4 21. 2 
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(4) 
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留においては，ほほ半数にあたる 7図が「午後10時以降」
としている。すなわち，夜間保育所の深夜型化は，新設
施設においてより進んでいるという乙とができる。以上
のような深夜型化と，表IL示す午前中からの保育の開始
は，保育所の開園時間の伸延ILつながる。第1因調査で
は，延関図時間は録も長い園でも r12時間未満」であっ
たが，今回の調査では忌も長いところは「午前9時から
笠午前2時Jまでの fl7時間」体制である。 fl2時間未
満」のと乙ろは 5図 (25.0%)で， 4分の3は f12時間
以上J開園している。
①深夜型夜間保育児の増加と保育時間の長時間化
保育所の開園時H臓が深夜化.延長化していく乙とは，
個々の児童の保育時間との関係が強L、。そ乙で，個々の
児童の保育時間を整怨すると表5，図1のようになる。
保育開始時五IJは「午前9時-Jが最も多く， 4人に l
人が乙れに該当する。次は f午前1(時-Jの2害IJである。
午前中から登図しているものは合わせて59.5%，ほlま6
富IJにあたる。第 l回調査では，午前中からまま図している
ものは44 . 6~彰であり， 15%ほど割合が上昇している。夜
間保育所に関する延長は，昭和62年度から午前9時まで
さかのぼって認められるようになっているが，実際には
15.0%が午前9時以前から昼間保育所に保育を依存した
かたちで受けており，さらに趨延長化が進んでいる。
次IC，保育終了時刻をみると f-午後8時Jが最も
多く ，4人ILI人が乙れに該当する。次は f-午後101寺J
の2害IJである。認可の範囲内である午後10時以前に保育
が終了するものは73.8~杉で，ほぼ4 人のうち 3 人である。
山脈夜間保育の深夜化
が多い。兄弟姉妹は99組， 201人いるが，乙れは542人
の在所児の37.1%を占める高率である。
2)夜間保育の深夜化
今回の調奇の結果をみると，夜間保育の深夜化は，保
育所自体の深夜型化と，それを利用する児童あるいは家
庭のm加という 2つの面からとらえるととができる。そ
乙で，乙の両面から特徴的な結果をみる。
①深夜型保育所の増加と開図時間の伸延
夜品守保育所の深夜型化は，表41:示す保育終了時刻と，
第l回調査との比較により知る乙とができる。
保育終了時刻は，当初の通知通り[午後10時J(表中
f-午後10時Jというのは，すべて午後10時ちょうどと
いう回答であった)という闘が12園(印.0%)と半数を
越える。保育終了時刻を「午後10時以降JIC設定している
園は銭りの 8園 (40 .0~的で，それぞれの時五IJを示すと，
「午前0時J2園， f午前O時半J1闘， f午前l時J
3園， f午前2時J2図，である。第 l回調査に回答が
あった闘のうち， 3図は今回の調査には回答がなかった
が，乙のうち 2園が「午前O時」を保育終了時刻にして
いる。その結果，実際ICr午後10時以降」も保育を行っ
ているのは， 26圏中10閣という乙とILなる。
夜間保育所の閉園時刻は，通知が出されて以来、午後
10時以前という乙とで.保育開始時五IJのような新たな進
展はみられていなし、。その結果，現在でも「午後10時J
K保育終了という園が多くなっている。第 l回調査では，
「午後10時以降JIC保育終了時刻を設定している閣は8
間中 3闘であったが， f58年調査」 以降lζ設置された15
夜間保育所の保育時間帯表4
)内は，58年調査の結果
午前7時 午前8時 午前9時 午前10時 午前1時 午後O時 午後 1時 午後2時
2十
~午後10時 4 2 4 ( 1 ) 1 (2 ) 1 (2) 12( 5) 
~午後1時
~午前O時 ( 1 ) 3 ( 1 ) 
~午前 l時 2 ( 2 ) 2 ( 2) 
~午前2時 3 
4 3 2 5 ( 1 ) 3 (2) 3 (5) 20( 8 ) 
( 5 )
保育開始時刻
??????
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表5 夜間保育所入所児保育時間帯 さらに細かくみると，午後7時までに終了しているもの
終
了 19 20 
開始 時 時
28 75 
7時~
( 13.3) ( 35.9) 
( 53.8) ( 56.4) 
( 5.2) ( 13.8) 
@ 
18 34 
10時~
( 15.9) ( 30.1) 
( 34.6) ( 25.6) 
( 3.3) ( 6.3) 
2 1 
12時~
( 3.8) ( 208) 
( 3.8) ( 8.3) 
( 0.4) ( 2.0) 
① 
4 13 
14時~
( 4.3) ( 14.1) 
( 7.7) ( 9.8) 
( 0.7) ( 2.4) 
16B寺~
52 133 
五十
( 9.6) ( 24.5) 
(100錦 (100鋤
( 9.6) ( 24.5) 
%10 
60 
50 
40 
30 
20 
10 
噂門校 術 臓
22 24 2 
時 時 時
91 1 4 
( 43.5) ( 5.3) ( 1.9) 
( 42.3) ( 19.0) ( 4.8) 
( 16.8) ( 2.0) ( 0.7) 
@ 
46 6 9 
( 40.7) ( 5.3) ( 8.0) 
( 21.4 ( 10.3) ( 10.7) 
( 8.5) ( 1.1) ( 1.1) 
30 9 
( 56.6) ( 17.0) ( 1.9) 
( 14.0) ( 15.5) ( 1.2) 
( 5.5) ( 1.7) ( 0.2) 
③ 
33 24 18 
( 35.9) ( 26.1) ( 19.6) 
( 15.3) ( 41.4) ( 21.4) 
( 6.1) ( 4.4) ( 3.3) 
15 8 52 
( 20.0) ( 10.7) ( 69.3) 
( 7.0) ( 13.8) ( 61.9) 
( 2.8) ( 1.5) ( 9.6) 
215 58 84 
( 39.7) ( 10.7) ( 15.5) 
。00幼。鈎。紛
( 39.7) ( 10.7) ( 15.5) 
2十
209 
。α紛
( 38.6) 
( 38.6) 
113 
(100幼
( 20.9) 
( 20.9) 
53 
(100幼
( 9.8) 
( 9.8) 
92 。幼
( 17.0) 
( 17.0) 
75 
(10防紛
( 13.8) 
( 13.8) 
542 
。00鋤
。00錦
(100幼
カ;'34.1%と3人iζl人，午後8時まででみると52.6%と
ほぼ半数となっている。すなわち，夜間保育所在所児と
いえども，昼間保育所の延長が充実すれば，かなりの部
分はその中で対応できるという乙とであり，またとのよ
うに単なる時間帯でのみ制度を分断するととの問題点が
うかがわれる。逆IL，認可の範囲外である午後10時以降
も保育を受けているものは，合わせて26.2%，ほほ4人
lζl人である。最も遅い子どもたちは f-午前2時」で，
ζれが l割弱ある。第1回調査では，午後10時以降も保
育を受けていたものは16. 8~彰であり.実態としてかなり
深夜保育が進んでいる。
個々の児蛍の保育時聞に注目すると，夜間保育所在所
児の保脊時間帯として，最も多いのは「午前7時から10
時の聞に登園し，午後8時から10時の間IL:降園する」も
の (91)である。次は 「午前7時から10時の聞に登闘し，
午後7時から8時の間IL降図する」もの (75)である。
乙れは，ともに「認可型夜間保育児BJ型K属するもの
である。第3位は「深夜型夜間保育児AJIζ属するもの
で， f午後4時以降に登園し，翌午前2時までに降臨す
るjもの (52)となっている。
以上のような.保育時間の午前中，深夜，双方への延
長化の結果，必然的IL個々の児童の保育期間は長時間化
フ.ロ yク①・ ・認可型夜間保育児A
フeロック③-…認可型夜間保育児B
ブロ yク③一...深夜型夜間保育児A
フ'ロック④ ・…深夜型夜間保育児B
i1… 
可
上段は横2十IL:対する必
中段は縦3十tζ対する%
下段は全体lζ対する%
飲食 関 係 風俗 営 業 営業 販売 事 務 員等 工 員作 業 員
図1 保育所利用時間帯の分布
( 6) 
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% 40 
35 
30 
25 
20 
15 
4 5 6 7 8 9 10 12 13 14 15 
時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時
間 間 間 間 間 間 間 間 問 間 間
台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台
図2 総保育時間
する。総保育時聞を 18時間未満J，18-10時間未満J， 
110-12時間未満J， 112時間以上Jの4つに分けてみ
ると，順IC，19.1 $彰， 26.8~杉， 32 . 3~杉， 31. 7%である。
すなわち， 12時間を越える長時間の保育を受けている子
どもが3割以上もいるという乙とである。なお平均保育
時間は9.8時間である。第 l回調査では，4分頬が，順』ζ
50.6%， 18.1$ぢ， 21.9%， 6 . 6~彰であり，保育時間のか
なりの長時間化がみられる。また，利用形態別に経理す
ると， 図2にみられるように定義上当然の ζとながら
「深佼型夜間保育児BJの長時間保育が明白である。ち
なみに平均保育時間は， 1深夜型夜間保育児BJ (13.8 
時間)， 1認可型夜間保育児BJ (11.0時間)， r深夜
型佼間保育児AJ (8.5時間)， r認可型夜間保育児AJ
(6.8時間)である。
3 )深夜型夜間保育児の家庭背最
以上のように，夜間保育所自体の深夜型化およひ‘それ
を利用する児主の地加がみられるわけであるが，それで
は，それを利用する児童の家庭背景にはいかなる特徴が
あるのであろうか。本碩では，乙の乙とを以下の4つの
点から明らかにする。
①単線世平等
表6，ま，利用形態別の巾観世帯E容を獲f1Jjしたものであ
る。深夜型夜間保育児Aの家庭では，母て千世得権が52.8
%と半数を越えている。乙れに父子世得を合わせたfll.親
世fz・2与は，実lζ54.6句という高率になっている。また.
深夜型夜間保育児Bでも， tlit見世帯率，;t26.7%と， 4世
帯ICJ一世帯を越える7;1)合である。深夜型夜間保育児全体
の単線世持率は48，55ちである。乙のように，深夜型佼間
保育児におけるm規特有f-;~3 1 とりわけ母子世俗'f1は認口J
型夜間保育児のそれに比べてかなり高くなっている。
と乙ろで，第 l回凋倉における単鋭世.:;t・5容は，母子世
表6. 単線世帯率
母子世帯率 父子世帯事単親世帯率
認可型保育児A 16.7 1.9 18.6 
認可型保育児B 21. 9 2. 7 24.6 
深夜砲保育児A 52.8 1.8 54.6 
深夜型保育児B 26. 7 。 26. 7 
全 体 27.3 1.9 29.2 
|第 l回目I21. 7 
?
?
?
?
?
?
帯率21.7%，父子世帯率2.7%の合わせて24.4%であっ
た。乙れに比べると，今回の値は，母子世帯率の増加に
よって，単線世俗率が5%程度高くなっている。当然の
乙とながら，深夜型夜間保育児，;t深夜型夜間保育所Kそ
のほとんどが復所しており，単線世帯の土台加は，深夜型
夜間保i'i所の地加に影響を受けるものである。
以上の乙とを検討すると，佼間保育所の深夜型化，と
りわけA型胞設(午後から関関し.深佼まで活動してい
る保育所)の地加は，単親世得の子どもたちが，ベビー
ホテJレ等の不安定で・危険を伴う湯，あるいは乳児院や養
護施設等母子関係が疎遠になりやすい廃筑でなく，在宅
での生活を保問する機会を提供している乙とになる。
③費用徴収階層
次lζ，1来佼型佼間保育児の家庭の特徴を， 費用徴収階
層の点から明らかにしてみよう(表7)。深佼型夜間保
(7) 
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表7. t~用徴収階層
(N Aを除く)
A Dl D5 D9 
C 5十
B D4 D8 D12 
認可型保育児A 32.0 11. 0 23.0 15.0 19.0 ∞(100) 
一一
認口J型保育児B 26. 5 10.6 14，5 20，4 28.1 100 (264) 
深夜型保育児A 52.3 9.0 20.4 13.6 4.5 00 (槌)
深夜型保育児B 2. 7 9，1 36.3 2. 7 9.1 00 ( 22) 
全 体 32.2 10.4 18.3 18.2 0.9 100 (474) 
|第 l 回 調査引l卜2…11卜吋8.6刊12ト21.+村川2. 6ベ吋11十1いlω0…~I| 
|R明間保育所認髄吋倉4刊|卜12.61卜17判吋
育児Aの家庭では， ABI瞥!刊すなわち費用徴収のないも
のが半数を越えており，低所得!凶がかなり集中している
乙とがわかる。相対的に所得の苅いと考えられるD9-
D12階屑は 55机ζも満たない。 -Jj，同じ深夜R型夜IlJl保
育児の家庭でも， B母!lC.h五するものは， AB階肘は最も
1尽くなっており， D階肘のIjij 、 I~のql程度の所得階胞が多
くなっている。 AB階附は.むしろ午後から預け始めて
午後10時までには終わるというE忍司型夜間保育児AIC多
くなっている。また，相対的尚所得w平等は， ~2"Jl~!-& lm 
保育児BIL多い。
と乙ろで第 1rnl~局流において ， 佼間保育所利用家庭の
費用徴収階!国は2械化する傾向がある乙とを指摘したが，
今回の調~結采は，さら1[それが進行している乙とを示
している。相対的に所得が巌も低いAB階胞においても，
また逆lζ最もおいD9 -D12階屈においても，ともにそ
の割合は増加している。しかしながら，とれには，友に
みられるように利用形態によってかなりの相逃がある。
すなわち，深夜別夜間保育!1Mにみられるような，費用
徴収階層の低い部分と，認口I型夜間保育児BIとみられる
ような，相対的に所得の高い倍を比較的多く含んで構成
されている府の，平均的な姿としての2極化である。 2
級化が最も典型的1[&れているのは，必可型夜間保育児
Bの家庭，すなわち午前中から預けて，午後10時までに
は帰宅するという府である。乙れは別の見方をすれば，
乙のj開ζ&も多機な生活階層の人が含まれているという
乙とを示していると与えられる。以上の乙とを検討する
と，佼間保育所の深佼型化，とりわけA型の受け入れ体
制の充実は，相対的低所得階層の利用を促進していると
いう乙とができる。また一方で.日忍司烈夜間保育児.と
りわけ最も利用形態として多いB型にみられるよう!L，
女性の就労形態の多様化，住居の途方化の結泉として，
廃間保育所の延長的な利用形態が進んでいる。乙の屈で
1;1.，表8ICみられるように，保育終了時五IJも午後8時ま
でというものが半数を越えており，乙れらが相対的iι所
得の高い肘として位置付けられているものと与えられる。
①母親の職業
費用徴収階胞は，ほとんどの場合両親の所得によって
規定される。その所得は，多くの場合両親のイ上、jJの内容
によって規定される而が強し、。そ乙で，利用形態別IL両
表8. 保育終了時五IJ
16 17 18 19 20 21 22 23 。 2 j十
時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 日寺
認可F担保育児A 1.9 3. 7 2. 2 19.4 52，8 100(108) 
認可型保育児B O. 7 2.4 5.8 6.9 37. 3 27.1 19.9 100 ( 292 ) 
深佼型保育児A 9.8 27.7 25.0 37.5 100(112) 
深夜F担保育児B 46， 7 10.0 43.3 100( 30) 
全 体 O. 4 1.3 3.5 4. 4 24.5 18.5 21.2 4.8 5.9 7.6 7.9 100 ( 542 ) 
(8 ) 
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表9一1 認可型夜間保育児A就業形態組合わせ
→母 自 戸fi 臨パ し、 そ
、， 営 時 l な の
父 業 動 雇ト L、 他
自営業 30 2 3 。 36 (33.3) 
常勤 4 34 6 2 2 48 (44.4) 
その他 2 2 2 。。6 ( 5.6) 
し、なし、 3 12 。2 18 (16.7) 
5十
39 50 12 2 5 
108 ( 100 ~的
36.1 45.4 12.0 4. 6 1.9 
表9-3 深夜型夜間保育児A就業形態組合わせ
→母 自 常 臨パ し、 そ
営 時 l な の 5十
父 業 動 雇ト 他し、
白営業 24 。 。
常勤 2 19 。
その他 。3 。。。3 ( 2. 7 ) 
いない 5 50 4 。 60 (52.8)1 
計
31 72 5 2 2 
112 (100 %) 
27. 7 64.3 4.5 1.8 1.8 
親の就業形態(表9-1-表9-4)を整珂した。と乙
ろで，夜間保育を利用する中心的理由の一つは，日本の
子育て観からして，結局のと乙ろ，母親の就業がその時
間帯K及ぶということにある。したがって，乙乙でも，
母親の就業形態を中心lζ分析する。
深夜型夜間保育児の母親の就業形態は，夜間保育所を
午前中から利用するか否かで迷いがある。すなわち，午後
から (A型)利用するものでは常勤者が，午前中から
(8型)手I閲するものでは自営業者が半数を越えている。
認可型夜間保育児の母親では，常勤者がともに半数前後
となっており，またノfー ト等の就業者も相当数ある。乙
れに父親の就業形態を合わせてみると，結局のととろ，
深夜型夜間保育児Aでr;t，母子家庭の母親が深夜の仕事
IC:出掛けており，また深夜型夜間保育児Bでは，両親が
? ??
?》
表9-2 認可型夜間保育児β就業形態組合わせ
→母 自 常 臨ノマ し、 そ
営 時 l な の 3十
父 業 動 履ト し、 他
自営業 58 8 。2 69 (23.7) 
常勤 3 100 29 2 8 142 (48.8) 
その他 2 4 5 4 4 19 ( 5.5) 
いない 6 38 16 。2 62 (21.9) 
3十
69 150 50 8 15 
292 ( 100 %) 
23.6 51. 7 17.5 4.5 2. 7 
表9-4 深夜型夜間保育児B就業形態組合わせ
→母 自 常 臨パ
営 時| 計
父 業 動 雇ト
自営業 15 。。15 (50.0) 
常勤 。7 。7 (23.3) 
いない 5 2 8 (26. 7 ) 
2十
16 2 2 
30 ( 100 %) 
53.3 40.0 6. 7 
深夜にまで及ぶ自営業を営んでいるという構図が明らか
になる。
さらに，それらがと、のような職種であるのかをみると
(表10)，深夜型夜間保育児Aでは，かなりの部分が風
俗営業関係となる。また同Bでは，飲食関係の仕事となっ
ており，風俗営業関係は少なし、。認可型夜間保育児の方
lζ目を向けると，専門技術職が共通して多いこと，さら
にB型では営業販売もかなり多い乙とがわかる。 一方，
父親の万は(図3)，深夜型夜間保育児の場合ともに飲
食関係が多く，認可型夜間保育児の場合営業販売が多く
なっている。
以上の結果を，深夜型夜間保育児の親を中心にして整
思すれば， 午前中から預け始める場合は，両親が主とし
て飲食関係の自営業を中心に営むものであり，午後から
( 9) 
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表10. 母親の就業の内容
( )内は就業しているものに対する%。
認可型夜間保育兜A 認可型夜間保育児B 深夜型夜間保育児A 深夜型夜間保育児B 金 体
五草
看護婦4 教員4 看護婦25 美容師21 電話交換手2 JH軍師1 宕護婦30 k容師26 教民14
美容師3 教員10 保母幼稚 看護IMI 保母幼稚削教諭7 理容姉5F~ 
医師歯科医師3 幽教JJ5 理容師4 美容師l 電話交換手4
的
f支
電話交換手2 栄養士調恩師3 医師歯科医郷4
術
保母幼稚闘教治2 弁護士司法書士2 栄養士J.¥!理師3
f内
理容師 l 医師飽科医師1 弁護士司法瞥士2
職
その他専門的職業7 その他専門的職業7
業
19 (18. 6 ) 78(28.3) 4 ( 3.6) 1 ( 3.3) 102 ( 19. 7 ) 
飲 一般飲食庖32 一般飲食底34 一般飲食庖29 一般飲食庖14 一般飲食后 109
食 ウエイ トレス7 ウエイトレス3 ウエイトレス4 ウエイトレス8 ウエイトレス22
関
係 39(38.2) 37 ( 13.4 ) 33 (30.0) 22 ( 73. 3 ) 131 (25.3) 
風 風俗営業I 風俗営業10 風俗営業64 風俗営業3 風俗営業88
俗 "? .'，/サー ジサウナ l マ ッサージサウナ 5 7 ッサージサウナ l "'7.."サージサウナ7
宅】? 
業 12 ( 11. 8) 15 ( 5.4) 65 ( 59. 1 ) 3 ( 10.0) 95 ( 18. 3) 
'目皆 営業販売7 営業販売72 営業販売 l 営業販先ω
業 保険外交良8 保険外交員8
販
~心 7 ( 6.9) 80 ( 29. 0) 1 ( 3.3) 88 ( 17. 0) 
事 事務員5 事務ll24 事務員2 事務員31
務 その他会社員3 その他会社員4 その他会社員7
員
等 8 ( 7.8) 28 ( 10. 1 ) 2 ( 1.8 ) 38 ( 7.3) 
各 選味教養講座講師1 学曾~~師 8 趣味教義J高座溝師 l 学'白熱講師2 産量味教1l白書座講師17
極 学習塾講師3 趣味教養講座講師5 学習唱是清師13
講
師 14 ( 13.7 ) 13 ( 4.7) 1 ( 0.9) 2 ( 6.7) 30 ( 5.8) 
て
保安警備2 設計インテリア等7 麻雀屋3 芸飽関係 l 設計インテリ T等 7 工tH
工員 l 工貝5 印刷出版5 芸能関係2 芸能関係6 印刷出版5
の 芸能関係3 旅館2 麻雀屋5 r~館 2
麻雀腿2 その他l 保安警備2 その他l
f也
3 ( 2.9) 25 ( 9.1) 5 ( 4.5) 1 ( 3. 3 ) 34( 6.6) 
病気2 学生2 病気l 病気3 学生2
無
その他 l その他3 その他4
職
3 6 9 
L、ない2 NAl b、t.H、8 NA2 NA2 いない10 N A 5 
計 108 292 12 30 542 
(10) 
山脈:夜間保育の深夜化
図3 父親の就業の内容
預け始める場合は，母子家庭の母殺が風俗関係の仕事に
毎日のように出掛けているという乙とになる。そして，
乙れらの乙とが前項の費用徴収階層との関係を形成して
いるものと考えられる。
④登降間
最後に，夜間保育所利用家庭の特徴として，降園の場
面を考えてみる。夜間保育所を利用する家庭の地理的範
囲は，その数の僅少性からして，当然のととながらかな
り広範囲にわたっている。その結果， ~ま降図Iζ要する時
間は，一般には長くなる。しかしながら， ζれには，利
用形態によってかなりの違し、がある。すなわち，深夜型
夜間保育児の方が，認可型夜間保育児に比べて登降固に
要する時間が短いという ζとである(表11)。
乙れは，帰宅時間が深夜に及ぶζとにより，認可型夜
間保育所に比べて相対的に保育所K.近い所に居住してい
ること.また乙乙では実態を示していないが，深夜型夜
間保育児のお迎えには，徒歩や自転車よりも，自家用車，
さらにはタクシ一等の利用が多くなされていること(と
りわけ，深夜型夜品守保育児Aでは 3分の l以上がタクシー
を利用している)，あるいは深夜型夜間保育児が所属す
る深夜型夜間保育所は，歓楽街等職場と想定されると乙
ろの近くに設置されている乙と等によるものと考えられ
る。
以上のように，深夜型夜間保育児の場合，登降閣にお
いても，認可型夜間保育児とは異なる特徴がみられるの
である。
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表1.登降国所要時間
(NAを除く)
10 30 
分 分 時 時
来 来 問 間 8十
満 満 来 以
満 上
認可型保育児A 9.6 68. 7 19.3 2.4 100 ( 83) 
認可型保育児B 16.2 6. 2 12.8 4.9 100 ( 266 ) 
深夜型保育児A 27. 7 66.1 5.4 0.9 100(112) 
深夜型保育児B 30.0 60.0 10.0 。100 ( 30) 
全 体 18.5 66.2 12.0 3.3 100 (491 ) 
4.夜間保育の深夜化をめぐって
認可型夜間保育自体における各種の困難性的の多くが
未解決な中で，より一層困難性が伴う乙とが大いに予想
される深夜型夜間保育においては，最も基本的問題であ
る，存在の是非論から始まって，制度論，保育内容論ま
で.様々の議論が生じて当然である。乙乙では，これま
での調査結果を踏まえながら，夜間保育の深夜化とそれ
に対する問題点をいくつか検討してみたい。
①深夜型夜間保育が対象とした厨
夜間保育の対象児あるいは対象家庭は，現代の時代背
景を如実に反映している。その対象は，本稿において用
いた保育形態によって，以下のように解釈しうる。
すなわち，第 1は，午前中から午後8時-9時頃まで
の保育を必要とする(主として認可型夜間保育所B型で対
応)ものである。これは，女性の就労の専門職化，あるい
は就業時間の延長などの影響によるもので，いわゆる女
性の自立運動等の関連が最も深い。見方を変えれば，従
来の昼間保育所の保護者の就業時間の長時間化あるいは
時差化によるものと考える乙ともできる。
第2は，午後から午後8時-10時頃までの保育を必要
とする(主として認可型夜間保育所A型で対応)もので
ある。乙れは，白営の飲食業や専門職に多く ，もし保育
所が午前中からの保育を行っていれば，おそらく認可型
夜間保育児B型へと転化する乙とが予想される。 J基本的
には，第 ]の居と大差はないが，自営が多いという乙と
で，午前中の保育が家庭でもどうにかなっているという
迷いがある。したがって，乙れもまた，昼間保育所の延
長の形態のーっと考える乙とができる。
????? 、
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第3は，午前中から深夜までの超長時間保首を要する
(主として深夜型夜間保育所B型で対応)ものである。
乙れは，自営の飲食業が圧倒的で，今日の24時間社会を
反映するものである。乙の層は.昼間保育所の対応では，
夕方以降は職場で保護者が面倒をみるか，二重保育，あ
るいは子どもが家庭で放置されていたと考えられる。い
わば，夜間保育の深夜化によって，まさに子どもの筒祉
が保障されたと考えられる庖である。
第4は，午後から深夜までの保育を婆する(主として
深夜型夜間保育所A型で対応)ものである。 ζれは，風
俗関係と自営の飲食業関係の仕事が中心で，ベビーホテ
ル問題がまさに提起した庖といえる。とりわけ前者は，
母子家庭が中心で，所得的にもかなり低い。後者は，大
きく 2つに分かれ，一つは，第3の類型の変型，もう一
つは深夜型化した社会を支える織業で，風俗関係iζ準ず
ると考えられる。乙の層は，乙れまでの保育所システム
ではほとんど対応していなかったもので，多くの溺合は
無認可施設に預けられていたか，あるいは家庭で放置さ
れていたものと考えられる。
②夜間保育の深夜化の是非
夜間保育あるいは.その中でもさらiζ深夜保育lζ対す
る社会の目は非常に厳しい。その批判あるいは疑問は，
大きく 2つの点に集中していると思われる。第 lは，深
夜における保育活動への税金の投入という問題であり，
第2は，児童の心身発途上の影響という問題である。こ
れらの批判あるいは疑問は，社会福祉界の周辺からのみ
ならず，内部からも同様K提出されている。 9)
前者の批判は，夜間保育所K限らず，公的財政のひっ
迫の中で，福祉施設全般に共通するものである。とりわ
け，昼間保育所の利用者層がかなり一般化していく中で，
制度的，歴史的にはかなり異なるというものの.社会的
には幼稚園とさほど違いがない施設として意識されるよ
うになり，その乙とが保育所に対する批判となって表れ
てきている。さらに，かつての保育所保護者→共働き
(母親の就労)→貧困という図式のうち，最後の関係が
完全』ζ崩嬢し，母親の就労を経済的問題以上K女性の権
手IJとして位置付けようとした乙とが10)，かえってそれを
伺人の選択であるとか賀沢であるというととと結び付け.
その結果福祉施設の中でも，とりわけ保育所に対する批
判は強くなってしま った。
乙のような，福祉施設とりわけ保育所一般に対する共
通の批判に加えて，夜間保育所とりわけ深夜型の保育所
に対する批判は，そこを利用する保護者の職業に対する
偏見が重なっている。しかしながら.すでに示したよう
に，夜間保育所利用隠の多くは，社会の第3次産業化，
(12) 
地価高騰等による職住の主主距離化の中で，必然的に起乙
るできととの範囲内にあり，いわば昼間保育所の延長線
上に位置付けられるものにすぎない。したがって.残る
深夜化した部分，とりわけ風俗関係の職業に従事するも
のが多い，深夜型佼間保育児Aの保護者が最も問題とな
ると乙ろであろう。しかしながら， ζれについてもその
内容を検討すると，母子家庭が中心であり，その母子家
庭も，近年の女性の自立とかいった新しい形での雛婚等
ではなく，伝統的タイプの離婚等の結果である乙とは，
その獄請の内容等K着目すると歴然としている。むしろ，
乙れまでの行政的 ・制度的対応では，乙れらは乳児院や
養護施設という母子分離を伴う形での対応しかできなかっ
た部分である。それに対して，たとえ深夜におよぶとは
いえ，母子不分離で対応できる中間的な施設ができた乙
とは，むしろ評価すべき選択とも考えられる。
後者は，社会的にも福祉の現湯あるいは研究者によっ
ても，ほとんどの人から批判される点である。 635号通知
「夜間保育の実施について」自体が，その前文ICおいて，
保育所におりる夜間保育については，児童の心
身に与える影響等を考慮し，従来実施していなかっ
たととろであるが，近年の婦人就労の多緑化K伴
い夜間保育lζ対する需要が地力日し，いわゆるベビー
ホテルの利用を招来している…・モデル的に夜間
保育事業を実施する。
としている。すなわち，後者の立湯からの問題点が，実
施の際のネックになっていた乙とカ赤されてし唱。また，
時間については，巌終が午後10時頃とされているが，そ
れを決定した具体的な綬拠は示されていない。
東京都特別区児童福祉審議会でも，夜間保育問題の線
本的な解決は労働条件や社会的条件の改善，整備である
という認識を前提lζしつつも，現実的要請から実施せざ
るを得ない ζと，また，発達との関係については，
夜間保育はやむを得す実織するものではあるが，
言うまでもなく，乳幼児の健全な発育や発達を阻
害するものであってはならない。夜間保育の場合
IC最も問題となるのは，乳幼児の生活リ ズムや医
学的見地からの問題であるが，残念ながら乙れら
Kついては，不明な点が多く，今後の検討を待た
ねばならない。しかし，乳幼児の生理的限界を考
えると ，遅くとも午後10時頃までの保育が適当と
考えられる。 1) 
としている。乙こでは，乳幼児の発達と.夜間』ζ及ぶ保
育との関係Kついては，問題はあるがその内容は不明
であるとし，消極的立場で、の実施を暗に示すものとなっ
ている。また.時間については，遅くとも午後10時頃と
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しているが，乙れには乳幼児の生態的限界という}'<.fJlが
月1~、られているものの. !H本f内線拠はぶされておらす，
1';:生省の通知にす拠したという感か強い。
さらに. 635~ま通知 Ux間保育の実胞について J が111
3れた附平1561利r.. 'f-Jt-を I~班とする研究チームか阿佐
科学研究として取り組んだ研究においても，佼聞の保育
を受けている子どもたちの家佐および行動観察から.ほ
籾の態度，後追い行動，対大人関係等に特徴かみられる
乙とが指摘されている。しかしながら.f.支出l保育を完今
に俗定するものとはなっておらず，さらに伝時間保(fと
佼1lI保育のじく別をしながら継続的に検討する乙ととfルR
Iζ対応するとと等の抱摘lζ伺まっている。 12)
以七のように，実際に仮IH保育を実胞割るというな.均
にある各種報fなにおいてさえ，佼間保育の実施Kついて
は，主として乳幼児の発i:dζ対する影紳か明確でないと
とをf~I [tJIr.. f.~めて消極的な収切での推i1tという JI!.角!fが
多い。すなわち.夜間保育事業へのお手に尚止めをかけ
ていた問題(児・貨の発注上の:~影響 . ~fl:ln へのLI'H善的
問答なしに.fどもたちの生命に係わる問題か続発した
という事実が I 'jJ;長の実施を実現せしめたという ζとで
ある。その中でも，深佼保育Ir.対しては，結局のところ
下を山さないんlolで一致しているか，乙のh";乙そまさに
ベビーホテノレ問題が提起した中心的な部分であり，乙の
問題を将米避けてi曲るわけにはいかないであろう。
5 .おわりに
周知のように. i保育』ζ欠ける」という文言は児市福
祉法制定当時にはなかったJ栄であるが.その後，附fn26
1fの児竜福祉法の改正で. i r保育に欠けるその乳児ま
たは幼児を保育司る乙とをr1的とするIii!!.交とする』とし
て保育所の性格を明確にし.幼稚闘とのi11乙うそを米さな
いようにJ13)するために何人されたとパわれている。法
律的Ir.'i.このように.~ff所は保育Ir.欠ける状汎にあ
る児慌の福祉をまもる乙とを第一義的H的lとした施ぷで
ある。
しかしながら，実際には，乙の「保.it1こ欠けるJik似
の解釈をめぐって，社会的には，保育所のト!的l抑制tに
よって，立~Iこよって綴々にfl~卒されてきた。保育所(1 .
，m業界の要。占によってその数を附加させt.が，その【11で，
社会的iζは，貧凶にまつわる問題から，産業社会を文
える必然的社会袋目へと変化してきた。さらに近年で(t.
k性の目立述通hあるいは解欣迎動とあいま って.~f十の
就労保障の一環としてのt¥l.Ii'，:付けをするものもある。ま
た. -}jで24時間社会といわれるように.24時問機能を
停止しない社会か進行しており，それに従事する ~f't
( 13) 
('ぷ放)も多L、。それらがIj.みtlす，乙れまで例外的で
あったニースもある。
ところで.社会~;.Hjtのみ;質 Lifufかという治論は.8 く
からの議論である。時代を選え，体制lを健え，一般公共
施策に対して，代的的.flIiJ己的制度として社会制祉の:1，1
皮や実践があり .~らにそれらが成熟する "1で，そ O);j;l1
度化された社会制紘抱策に対して，さらに，代轡補完的
』ζ対比、する社会1，1~U十か存{f.する。現在の佼r.a保育所およ
ひその深夜化は，いわば，俊1m保fT所は社会制祉の一般
胞1誌に対し，さらに代主主補完的峨能を果たしているので
ある。したがって，これを一般施策と同等の ".媛で批判
するのではなく，し、かに一般胞:むと関連つけていくかか
問凶となる。乙のfi}後lζ位向付けられる活動である。
OWll保育tr.対するニー ス，j，両iiAのような.m筑状況の
lt1で，一層顕者になってきた乙とは否定できなし、。しか
しながら，深佼化している部分についていうと ，このよ
うな新しい状況ドで発牛ーしてきたというよりも，~、かな
る社会においても，いかなる時代lとおいても，常lζ#α
する社会のメインストリームから欠け離れたと乙ろで先
生した問題である。いわば，社会福祉制度あるいは実践
が/t':史的lζ背負ってきた，代符的，繍完的機能として対
応してきた部分である。
l以後の保育所1:1凶の一つは， i保育iζ欠けるJ状似を
いかにそれぞれの時代lこ合わせて，鉱大解釈していくか
ということにれかれてきた。しかしながら，乙のi深役刑
復1m保育児の問w1は，むしろ !保育κ欠ける」以上に，
「悩祉に欠けるJ子どもたちにいかに制度的に支がむする
かという問題を投1儲けている。 i保有』ζ欠けるj状況
を，係業社会の維持や，!J:t'!のtJ立との|均係で，て次的
にとらえようとする傾向，さらには幼稚|判との|刻係でと
らえ上うとする似1"悶.保ft所本米の児41:悩祉胞設とし
てのな味か燈小化されかちな今円，乙れは純粋に児市福
祉h'li，;止としての使命を喚起させるものであるとJ5eえる。
保育Ifrの数のW:大(1，社会的にも劇場的iζむ.保育所か
児tF-悩祉施設であることをJ忘れさせる方向へと作用した。
今，伐間保育所のiぽ佼化の問題(1，改めて.乙の原点を
喚起3せる。サなわち， i保ffIζ欠ける」状況の基幹がj
な中身(:1:，それが児仇の「弘1l1Hζ欠ける」以i犯であると
いうことである。さらに ζ の乙とは，、当該リ~ ~~:あるいは
家!定への対応か.保有所あるいは佼間保育所のみに求め
られるべきものではむく，保有胞策の枠を位えて，児市
I~HIf.あるいは家/ôi lioi1全体の小で取り組まれるべきもの
であるというととである。とりわけ，深夜化した部分
については，乙のことが軍要なJ.l起であり，たとえば.
乳児院やi~議総投 • I手子寮守入所随設のテイケア機能の
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表12.関図形態および個々の保育時間帯の定義
~午後10時 ~午前2時
午前 認可型夜間保育所B 深夜型夜間保育所B
7時~ 認可型夜間保育児B 深夜型夜間保育児B
午後 認可型夜間保育所A 深夜型夜間保育所A
0時~ 認可裂夜間保育児A 深夜型夜間保育児A
」 ー
保育終了時五IJ
??????
5 )児童福枇法成立までの諸案の繁理については，児章
福祉法研究会編「児童福祉法成立資料集成上巻J(ド
メス出版， 1978年)が参考になる。
6)児謹福祉法研究会編「児童福祉法成立資料集成下巻J
ドメス出版， 1978年， 181頁。
7 )児童福祉法研究会編「児賀福祉法成立資料集成下巻」
ドメス出版， 1978年.230頁。
8)具体的内容については，全国夜間保育園連盟刊行の
各報告書を参照されたい。
9 )全国夜間保育園連盟が行った調査「児童福祉施設に
働く保母の就労と生活J (1987年.48頁)によれば，
表13のような結果がでている。
10)ただし，ζの図式自体も正確でない。厳密には，保
育所は保育iL欠ける児涯に対して，その保育を目的と
してある施設で，母親の就労はその例示にすぎず，ま
してや貧困は歴史的にそのような家庭が多かったとい
表13.夜間保育IL対する考えかた
で 状 も わ そ 無
き 況 つ
る IC か
だ よ と
け り 充や b の 5己遊 む 実
け を す なる え，、 な ノミ
き L、き し、 他 入
夜間保育所保母 75 585 245 0.9 0.0 85 10C開(106) 
昼間保育所保母 50β 382 44 22 。 5.1 100% (136) 
養護施設保母 335 355 178 4.1 05 8.6 100~ち(197) 
乳児院保母 39.7 41.4 12.1 34 。 3.4 10防彰(158) 
)内は実数
(14) 
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1 )夜間保育所に関連して，宅医者が著わしてきた論文の
いくつかを紹介すると，以下のようなものがある。合
わせて参考にされたい。
「ベビーホテノレ対策をめぐる評価一一夜間保育所を
中心として」社会福祉学第24-2号，日本社会福祉学
会.1983年。
「今日の保育問題一一夜間保育所をとおして考えるj
柴田善守編「社会福祉研究の現代的課題』海声社，
1985年。
「夜間保育所保母の生活と養成上の課題J大阪市立
大学生活科学部紀要第35巻.1987年。
2 )第2回全国夜間保育所実態調査の概要
[調査の目的〕本調査は，昭和62年度全同夜間保育関
連盟の調査lif究活動として取り組まれたものであり，
その目的は以下の2点にある。
まず第iは，連盟結成5年を迎え，改めて夜間保育
園の基本的属性を明らかにする乙とである。 昭和58年
当時の全国調査は，多くの闘が発足したばかりで，時
代の経過とともにその内容に幾分変化がみられてきて
いる。また，わずか8園を対象としたものであったが，
今回の調査時点では3倍以上κあたる26閣と増加して
いる。
第2の目的は，乙れまでの連盟の活動の中で，取り
組みが相対的iζ遅れていた午後10時以降の保育の問題
を明らかにする乙とである。本調査の中にも示されて
いるように.厚生省の承認している枠が午後10時まで
であるにも係わらず，実際lζは26圏中10闘は午後10時
以降の保育iζ取り組んでいる。
〔調査の対象〕調査の対象は，昭平日62年9月時点で厚
生省の認可を受けて夜間保育を実施している全国の夜
間保育所.26施設。
〔調査の方法〕郵送調査。
〔調査の期間〕昭和62年9月。
〔調査票の回収〕対象26圏中20園。
〔定義〕本論文中lζ出てくるキ一概念、である深夜型，
認可型等の定義は，表12iL従っている。
3 )水野浩志.日露戦争と戦時保育事業，日本保育学会
編「白本幼児保有史第2巻J.フレーベル館.1968年.
239頁。
4 )宍戸健夫:昭和前期の託児所の普及，日本保育学会
編「日本幼児保育史第4巻J，フレーベル館.1971年，
28頁。
充実等の施策が望まれると乙ろである。
う結果にすぎないと考えるのが妥当である。
11) r夜間保育 ・延長保育の実施について(答申)J特
別区児重福祉審ぷ会， 1¥お3年， 26-幻頁。
12)手Jt-f.:i..i主他「乳幼児の発達における夜間の母子分離
の影響に関する調査研究J(昭和56年度厚生科学研究)。
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乙の研究では，夜間保育'i認可保育所Icl!良らず.いわ
ゆるベビーホテルもその対象としている。
13)厚生省児童局編「児童福祉十年の歩みJ財団法人日
本児童問題調査会， 1958年， 78頁。
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Summary 
Recently the number of night-nurseries which are open ti1l midnight is on the increase and the numb巴rof children 
who are taken care til midnight is also increasing. This paper deals with such tendencies of night-nurseries. Nowadays， 
10 n唱ht-nurseriesamong 26 are open from 10:00 p.m. on. In our last research (1983)， there were 3 among 8. And 
26.2 percent of the children is taken care on and after 10:00 p.m. in night-nurseries. There was 16.8 percent in 1983. 
But， as a whole， 34.1 percent of the children 1eaves by 8:00 p.m. Therefore， many of the childrenωn be taken ωre in 
day-nurseries， ifthe number of day-nurseries which are open tiJI 8 :00 p.m. increase. 
ln night-nurseries， children that fo11ow are placed. Firstly， there are children who need taking care from morning 
to about 8:00 or 9:00 p.m..百leseare brought forth by professionalization of women's occupations and lengthening 
of there working hours. 
Secondly， there are children from afternoon to about 8:00 or 10:00 p.m.. Many of their parents manage food 
dispensing business or are engaged in professiona1 work. Most of them are p1aced in night-nurseries which are open 
from afternoon. If there are ones from morning near them， they will change to the first group， probably. 
Thirdly， there are children from morning tiJI midnight. Most of their parents manage food dispensing business. 
明leseare int1uenced by the 24-hours society of the day. If they are placed in day-nurs巴ries，they will be taken care 
from evening by their parents in their places of work， care by another institution， orbe 1et alone in their homes. 
Fourth1y， there are chiJdren合omafternoon tiLl midnight. Many of their parents are engaged in business which 
may affect public morals or manage food dispensing business. These are no doubt one of the targets which "baby-
hotel" problems suggested. Above a1， many of the families of the former are one-parent families and so have small 
incomes. Food dispensing business can be divided into two groups. One isthe same of the third group or its modifi-
cation， and the other is business corresponding to one which may affect public morals， which supported them. Most 
of these children have hardly been placed in day-nurseries. Therefore， itis supposed that they were placed in non-
sanctioned institutions， ex. baby-hote1， or were 1et alone in their homes or places of work. 
As mentioned above， the families using night-nurseries consist of four groups. Among them， the third and the 
fourth groups are the core of baby-hotel problems. From the viewpoint of chi1d welfare， 1 think that they suggest 
very important tasks. 
( 15) 
